何言ってるんだよ、ジェフ。キミが無事で本当によかった……
「でもこれで、モノトリーが敵だってはっきりしたね。ヤツはギーグの手先かもしれないな
「うん。とにかく、まずはモノトリービルへ行ってポーラを助けなきゃ!」
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霊は、黙ったままの俺の体を引き裂いていった。不思議と悲しみや怒りは湧いてこず、激
しい苦痛も何も感じなくなった……。気が付くと、俺は宮殿の公室に座っていた。目の前に
は、老師が目を潤ませて立っている。
「無の修行によくぞ耐えられました。これでこのイースーチーめがあなたにお教えすること
は何もなくなりました」
そうか、修行は成功したのか。見ると、さかれたはずの俺の体は無傷だった。
「……王子、天のお告げを伝えまする。すべての邪悪な物を動かし支配する神が、歴史上晶
大の戦いを挑んでおります。これを受けて立てるのはネスという者を頭とする、たった4人
の少年たち。そのうちのひとりが、プー王子……あなたです。最後の試練にうち勝った今、
すぐにネス殿のもとへ飛んで下され!人々のため、この世の平和のために!
それは、はじめて聞く話だった。しかし、不思議なことに以前から決められていたことの
ように俺の心は、それを自然と理解した。

